
１．計画名称：北海道森林基盤整備計画

２．計画策定主体：北海道

３．計画の期間：平成２２年度～平成２６年度

事後評価項目

計画期間内に事業完了した地区については、事業効果が発現しました。

１　森林面積の増加

　①多面的機能の維持増進を図るための森林整備面積の増加

　　【目 標 値】 ２６，０３５ha

　　【実現状況】 １１，２４１ha

　⑤漁場環境の保全を図る（濁水の緩和等）ための森林整備面積の増加

　　【目 標 値】 　１，０００ha

　　【実現状況】 　１，０００ha

　⑥農業用水の安定的な供給を図るための森林整備面積の増加

　　【目 標 値】 　　　４００ha

　　【実現状況】 　　　４００ha

④今後の方針

農山漁村地域整備計画の事後評価

評価の内容

①交付対象事業の

　進捗状況

計画期間内において、対象地区（１７２市町村）における森林整備事業は予

定どおり実施しました。

平成２７年度以降に継続する地区については、次期計画（平成２７年度～平

成３１年度）で実施予定です。

②事業効果の発現

　状況
平成２７年度以降に継続する地区については、次期計画（平成２７年度～平

成３１年度）や他事業により、早期の効果発現を目指します。

③成果目標の目標

　値の実現状況

今後とも次期計画（平成２７年度～平成３１年度）により、公益的機能を有

する森林の整備を図ります。



１．計画名称：北海道森林基盤整備計画（治山事業、漁場保全の森づくり事業）
２．計画策定主体：北海道
３．計画の期間：平成２２年度～平成２６年度（５年間）

事後評価項目 評価の内容

１　保安林における荒廃山腹の安定面積の増加
【目 標 値】保安林における荒廃山腹の安定面積を34ha増加させる。
【実現状況】　５９．２１％

２　保安林における荒廃渓流の安定面積の増加
【目 標 値】保安林における荒廃渓流の安定面積を15ha増加させる。
【実現状況】　７９．４０％

３　保安林における荒廃森林の安定面積の増加
【目 標 値】適切に整備された保安林面積を1,939ha増加させる。
【実現状況】　２５．２５％

4　 漁場環境の保全を図る(濁水の緩和等)ための森林面積の増加
【目 標 値】漁場環境の保全を図るための森林整備面積を1,000ha増加させる。
【実現状況】　４５．８５％

5
【目 標 値】
【実現状況】

6
【目 標 値】
【実現状況】

7
【目 標 値】
【実現状況】

8
【目 標 値】
【実現状況】

9
【目 標 値】
【実現状況】

10
【目 標 値】
【実現状況】

11
【目 標 値】
【実現状況】

12
【目 標 値】
【実現状況】

④今後の方針

【総括】
上記４項目について次期計画により、早期に目標達成を目指します。

今後も次期計画（平成２７年度～平成３１年度）により、荒廃山腹,荒廃渓流、荒
廃森林および漁場環境の保全を図るための面積を増大させるための基盤づくりを
図ります。

農山漁村地域整備計画の事後評価

①交付対象
　事業の
　進捗状況

計画期間内の地区（対象地区１４４地区）は予定どおり実施しました。
平成２７年以降に継続する地区については、次期計画（平成２７年度～平成３１
年度）で実施予定です。

②事業効果
　の発現状況

計画期間内に事業完了した地区については、事業効果が発現しました。
平成２７年以降に継続する地区については、次期計画（平成２７年度～平成３１
年度）により、早期に効果発現を目指します。

③成果目標
　の目標値の
　実現状況


